
会 議 録 

会 議 の 名 称 令和6年度第1回ひたちなか市障害者自立支援協議会 

開 催 日 時 

              午前10時00分から 

令和6年7月24日（水） 

              午前11時10分まで 

開 催 場 所 基幹相談支援センター研修室 

出 

席 

者 

委員（者）氏名 

ひたちなか市視覚障害者福祉協会 

ひたちなか市地域家族会     

ひたちなか市障害児者育成会 

社会福祉法人はまぎくの会 

特定非営利活動法人生活支援ﾈｯﾄﾜｰｸこもれび  

社会福祉法人オークル・ウェルフェア障害者支援施設オークスヴィレッヂ 

社会福祉法人北養会就労支援ｾﾝﾀｰ北勝園みなと館 

社会福祉法人勇成会障がい者サポートセンターなの花 

茨城県ひたちなか保健所健康指導課 

社会福祉法人町にくらす会 

一般社団法人ひたちなか市医師会 

ひたちなか市連合民生委員児童委員協議会 

ひたちなか市保健福祉部 

専門部会長職氏名 
ひたちなか市障害者自立支援協議会相談支援部会長 

ひたちなか市障害者自立支援協議会子ども部会長 

関連機関職員職氏名 基幹相談支援センター  

担当部課職員職氏名 
保健福祉部福祉事務所障害福祉課 

                

会 議 次 第 

及 び 会 議 の 

公開又は非公開の別 

1 開会 

2 議事【公開】 

議事第１号 障害福祉施策について 

       （１）障害福祉の現況 

       （２）基幹相談支援センターの活動について 

  議事第２号 相談支援部会の活動について 

  議事第３号 防災専門部会の活動について 

  議事第４号 子ども部会の活動について 

3 その他 

4 閉会 

非 公 開 の 理 由 

(会議を非公開とした場合) 
 

傍 聴 者 の 数 0人 



会 議 資 料 の 名 称 

資料１ 障害福祉施策について 

資料２ 相談支援部会の活動について 

資料３ 防災専門部会の活動について 

資料４ 子ども部会の活動について 

会 議 録 の 作 成 方 法 要約筆記 

そ の 他  

審議内容（発言者，発言内容，審議経過，決定事項等） 

1 開会  

事務局より，出席者数（15名中13名出席）が過半数を超えているため会議が成立している旨の報告があった。 

2 議事 

〇議事第１号 障害福祉施策について 

（１）障害福祉の現況 （２）基幹相談支援センターの活動について 

市障害福祉課及び基幹相談支援センターよりそれぞれ概要説明が行われた。 

＜質疑＞ 

【委員】 障害者支援アプリの説明があったが，大変良い取り組みだと思う。ひきこもりの人にもアプリを 

使ってもらえれば社会とつながるきっかけにもなる。いろいろと使い勝手が良いものになるよう様  々

な意見を取り入れてほしい。 

【事務局】多くの人に利用して頂けるよう周知を図ってまいります。 

【子ども部会長】このアプリは大人だけが対象なのか。 

【事務局】名称は「障害者」となっているが児童サービスの内容も対象となります。 

【委員】 先ほど手帳の所持者数について説明があったが，手帳がなくてもサービスを利用している方は多いと 

感じている。特に児童サービスの利用に関する相談や計画作成が多くなっている。手帳を持たずに 

サービスを利用している方はどれくらいいるのか。 

【事務局】正確な数字は手元にないが，児童のサービス利用者は約 700 人でそのうち未就学児についてはほと

んどが手帳ではなく医師意見書等で支給決定となっている印象である。 

【委員】 夏休み前でもあることや新たな事業所ができたことなどから，児童の相談がとても多くなっている。 

     計画作成が間に合わない状況になりつつあり今後に向けて対応を検討してほしい。 

【会長】 議事第１号につきましては，承認ということでよろしいでしょうか。 

     （異議なしの声） 

     それでは，承認とさせていただきます。 

引き続き障害福祉の充実に向けた施策展開を期待いたします。 

〇議事第２号 相談支援部会の活動について 

 相談支援部会の活動について部会長より概要説明が行われた。 

＜質疑＞ 

【委員】 地域生活支援拠点の機能のうち「緊急時の受入れ・対応」が大きな課題であると考えている。育成会

でも考え得る場面について研修会等で会員の意見を聞いているが，「大きな急」と「小さな急」が当

事者や家族にとって大きな課題・不安であると感じている。 



【委員】 家族会でも同様の意見が出ている。精神障害はいつ急な病変がおこるか誰にも分からず 24時間 365

日常に不安な日々を送っている。緊急事態が起きたときに一番困るのは連絡や相談できる場所がない

ということ。病院に連絡しても「本人を連れてきてください」と言われてしまうが，連れていけない 

     ことこそが問題であり，家族はどうすることもできない。訪問看護などをうまく活用できないかとも

考えているが答えが出ない状況である。 

【会長】 議事第２号につきましては，承認ということでよろしいでしょうか。 

     （異議なしの声） 

     それでは，承認とさせていただきます。相談支援部会におかれましては，障害者の生活を支える拠点 

のあり方について議論を深めていただき，よりよい仕組みを作っていけるよう，引き続きよろしく 

お願いいたします。 

〇議事第３号 防災専門部会の活動について 

防災専門部会の活動について部会長より概要説明が行われた。 

 事務局より，社会福祉協議会は福祉避難所として果たすべき役割を担っているため協定福祉避難所としての 

立場にはそぐわないこと，今後市において福祉避難所としての機能を整理・検討していく方向性である旨の 

補足説明が行われた。 

＜質疑＞ なし 

【会長】 議事第３号につきましては，承認ということでよろしいでしょうか。 

     （異議なしの声） 

     それでは，承認とさせていただきます。防災専門部会におかれましては，障害者が災害時安心して過

ごせるよう，想定される災害時の課題等について議論を進めていただきますようお願いいたします。 

〇議事第４号 子ども部会の活動について 

  子ども部会の活動について部会長より概要説明が行われた。 

＜質疑＞ なし 

【会長】 議事第４号につきましては，承認ということでよろしいでしょうか。 

     （異議なしの声） 

     それでは，承認とさせていただきます。子ども部会におかれましては，障害児支援の充実に向けて， 

子どもや保護者の意見を聞きながら議論を深めていただきますよう引き続きよろしくお願いいたし 

ます。 

3 その他 次回日程について，来年2月開催予定との報告があった。 

4 閉会 

 

以上，会議の内容に相違ないことを証明する。 

令和6年   月  日 

 

ひたちなか市障害者自立支援協議会 会長   （署名） 

 


